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マレーシア 

国の概要 

面積 330,000 km² 
人口 約 3,410 万人（2024 年マレーシア統計局） 

首都 クアラルンプール 

教育行政組織  

 国 教育省 

 地方 
13 州（その内 2 州は東マレーシア・ボルネオにある）における地区（郡）教

育事務所 

教育課程基準 初等学校標準カリキュラム（KSSR）および中等学校標準カリキュラム

（KSSM） 

教科書制度  

 教科書の定義 

教科書そのものに関する法令上の定義はない。 

ただし，1996 年教育法 国民教育制度「第 12 章 施設とサービスの供与」

において，「64. 教育大臣の権限」として「すべての政府立および政府補助

学校に補助しなければならないもの」の一つに教科書は含まれている。 

 発行主体 主として教育省，一部教科で民間出版社。 

 
国定，検定，認

定などの制度 
国定及び一部教科で検定制度あり。（使用義務の記述を参照） 

 
採択・選定など

の制度 
教科書採択・選定の制度がある。 

 使用義務の有無 

初等学校（国民学校）の教員は全教科，中等学校の教員は，国語，イスラー

ム教育，道徳，歴史およびアラビア語で国定教科書の使用を，また，他の教

科については検定教科書の使用をそれぞれ義務付けられている。 

 有償・無償 公立初等学校および公立中等学校の教科書は無償（マレーシア国民のみ）。 

 給与・貸与 
貸与・教科書貸与スキーム（Textbook Borrowing Scheme／Skim Pinjaman Buku 
Teks）による。 

 教科書の特色 

カリキュラム基準に準拠している。 

A4 程度の大きさで，厚い教科書も薄い教科書もある。かばんで持ち運びす

る教科書の重さが問題になり，デジタル教科書導入の一因になっている。 

デジタル教科書の状況 

2014年，マレーシア教育省は，デジタル教科書プログラム「ワンベスタリネ

ットシステム（1BestariNet System）」を開始。このシステムを通じて，パス

ワードを持つ児童生徒，親や教員は，300 種類以上のデジタル教科書に無料

でアクセス可能になった（現在は 788 冊）。さらに，2021 年 1 月から，「教

育省 e 教科書リーダー（KPM eTextbook Reader）」が導入され，スマートフ

ォンやタブレット端末を用いて，小学校のデジタル教科書が無料でダウンロ

ードできるようになった。しかしながら，学校及び自宅における Wi-Fi 環境

の整備に格差があることから，一度ダウンロードしてから活用できる仕組み

の構築や端末配布等の解決策が講じられつつある（2025 年現在）。 

 


